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あつかっているものではなく，その意l止を題名の f在満

f i 系 JJ:.~fi 1￥主運動jは今日でははなはだ（，f異な感じをい

だかせるものである。しかし，それでも，これらの事件の

被検学者えちは共産主義者，マルクス主義者として満州

問治安維持法違反のかどで起訴されたのである。なお，

附録の 1が述べている国際共産党対日諜報団事件（ゾル

ゲ事件）および中国共産党諜報聞事件の関係者は 9・21

1事件に先立つですでに検挙されている。

この芯線は当時の満鉄調査部につ」、て fii日干日l3年11月

tl'(11,tq人H也における唯物論研究会事件：の検挙iをにおいて

は， I i・i/1',1・支を通し唯一の半（＇，法的上l系J_，：衰の集団的

躍動 1 土み、 「日本土t;産主義運動の最後の可］成える観を

つL J (4:Hiぺージ〕ていたとしている。唯物論｛！耳究会事

件と 9・2V事件とをならべてみるならば，戦前において

バ論の自由が完全に抑圧されるに際して日本内地と旧満

州に約4年間の時1/¥Jのズレがあったと一応いいうるので

ある。

オ古学干のf蒋！戊と；主題は以上のようであるが，その中心部

分をなすのは第1編の第5牽 r；電動の形態！であって，

お上そ：HOページからなり， 9・21事件："i 11年？？を中心と

1た沼1t1安調査部の活動を詳細にしるしている。近年満鉄

に関しては，日本においても数点の著作が干ljf子きれてい

る。しかし満鉄およびその周囲における調査成果は1930

年代から戦時にかけての時期における岡本人の対アジア

槻の重要なー構成部分をなすものであるにかかわらず，

これまでのところこの主題を包括的にとりあげたものと

しては外国人の手になる JohnYoung, The Research 

,lctivities of the South l¥,fanchuria11 Railway Com-

J,any, 1907～1945〔1966）をあげうるのみである（これ

につし、ては本誌第8巻第5号に伊藤武雄氏に上るくわし

L、持訴がある。付記（1）参照〉。本章はこの欠落をうめる

ためすくなからぬ貴重なデータをふくんでいる。また，

第 1編の第3章「事件関係者の概況jは9・21事件関係

者一同についての資料であり，第7章「運動の内容」は

その思想内脊の憲兵隊の立場からの分析であってそれぞ

れがI記第5寧をおぎなうものとして興味ある部分であ

｛也｝j‘ 1・28工作事件を十世〆ベL、るJ';i¥jJ；土第 1編第

9 ，）：の（所沼1・28工作事件の械受及本・jエ｛牛との関連J

C、100ページ近くにわたって従来ほとんど資料のなか

♂ pた北潟*i'!f,作社運動の概要をしめして［，iJじく貴重であ

る〔以下にはこの部分については略する）。

9 • 21事件における44名の被検挙者名をあげると次の

ようである。稲葉四郎，石田橋一，石岡七郎，石井俊之，

i?¥ 書

本吉は，かつて太平洋戦争の末期に！手i東憲兵縁z司令部

点、「〉刊行された資料を，このたび極東研究所出級会から

r;,:ip11共産主義運動叢書i（／）訴はとをどしてあらたに復刻j

刊行したものである。原資料には「滋泌Jの刻印がおさ

れており，この資料の存在自体が今聞の刊行によっては

じめて世上に知られるようになったといえるのである。

なお，上掲議書の第 1, 2巻は『満州共産慌の研究』第

1 , 2輯（原本刊行1937年）にあてられている。

編リIJ構成をみると，第l~;!i:i 運動の状況，第2録 事

付氾均状況，第3編事{'1:処lW上り i!Jo／：こる教il)II及将来の

け策 の3編からなり，ほかにF付録として， 1.国務共産

i't H H諜報団事件及中国民派党操縦l』11'lf 

.111r司1台安維持法の解説カ、；わ3ふ九「｝.It.亡L、るつ日次にはさ

らに附録の：1および4がしめされているが，いずれも本

文には見当たらない。

事件の経過の大要を述べると，旧満州地方における日

本人による左翼運動として， 1931年頃に松崎簡などによ

る「日本共産党満州地方事F方向j運動があったが，それ

が｝~IEされたのちは「爾米在滞日本人，／）共産主義運動は，

－~＇.）：；こは表面上潰滅したる在日く桟取せ ιれJ (53ページ）

ていた。そこへ， 41年の秋にし、た d Aて満州北部各地の農

杯｛ti¥社運動関係者を主tdit粂として関東憲兵吉援による

「1・28工作事件jがおこった。そしてこの工作事件に

おける被疑者の取調べをきっかけとして，翌42年に満鉄

調査部などにたいする大がかりな手入れになったのであ

るα この手入れは関東慾兵隊が満州， ll本での新開掲載

禁止を手配のうえ42年9月21日に行なったので9・21事

けとよばれるが，その後【1111¥l検挙を・、ご43年7JH7討に

沼2；欠検挙があり，さきの 1・28仁作 M牛からの編入荷

台十‘名をまじえて合計44名を険挙L，そのうち必名を新

京高等検察庁に送検しているつ

本望書は，主としてこの 9・21事件についての，また蔀j

次的には 1・28工作事件についての，それそ。れの一方の

当時者である憲兵隊の記録であるω それは共産党運動fr'
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Ⅱ満鉄における調査について
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(i川ii：花、 イi・・¥1青信， げiiiJ1{ti/, Jと｝；，＇／fτ 3,u1:1似 ：‘ 十本 ,Ci IJ；〔、：j'::11, H/iJII, ~＇ f 々十i，只。i;:j, F条．千里f，鈴本1

川了介、川'f{H手 J¥1＼日：巳 、怪午＇ii1'〔 次郎、大！；ノ，＋uム、：：1•i, がt~ ， Ji 土?f;: L‘他♂J12；ノ！に＿.，，，、τ；t得Jl!!1！：である（fi!O～

！日！i（二和IJJf，’，r,r,,flilll t井作守 IJII芯i庁、 ii!i!Hh‘，＇；牛片 l 61:l：ージ）！ 被＼';fi"r ！こ九にたし、ずる適片rn；呪が、 I;• j°,/L 

次郎、ヰミ↓lrlitiLサ f/t'i川次Ji!¥,！日中）L 、；＇（ ilil:1点、氏I;_ も芯／lllilif，々 ＋rnt't?J、（＇；｝予ろび〉に かれら合険予uご1・・:,r

J'i;il）、 lぐが＇.Jl;;人， n:::i:ti' 、 ~lf 'dl i払 ＋＇.原 4UY, n::I; がiI {;:',[, 7 11¥fJ京；，／！：： 1,J’ま rふるのネかi'Jr立高i’；q全然ii'iこお

i伝：n日、松，，＇＜， m;・;11r. 小以；－；ttt.rz古i)j, (I,藤洋， it1:i:,,'j い仁三一山’伊111：三、＇iiニ， ／.~，／）が n',]IJに fl 本i人11也かじ /1\;,,J ,¥ 

l‘ II制ペj'／［＼、 占.ill!f//j, I持端：fl<l：三、 ,:•:\,h),1に ド条英リj、 そJ－／ご町t1',1nJ,tH’1'¥"C,h '. .~ '::; t＇博司、土ひく二どであ；：，、

・.'(j：；白 、コ｜ハ＇!If出 nオ＇J民f街、 f「，；T;i ’ このう人泌が、

川ll i士、：5r,:r〕事 Ef,，カミぞえる 花！ふ｛t1f事<rri'f!，鈴木！／〉

。：； ｛’， i士l・2刊1:{l /11'1点、 （， 〔／〕ぱ人／； Cふ’＇＇.， .. ,'.'Wi':'Aしず

に和.＇./J; ~; ./ L / こ4 j', ; t j三，＇＇.‘明 Ji；（句作 IJ事（，＇（：； 、s:,'i：〔 .h

·~. ，，，こり，n.10r，をjζjJ：ナノムに｜匂しぐむ＼＇；えはい rれι
i以，Ti(•/l :'ii J二fl/（すと：）！；十／〕じ児士lヰt'-(,' F’y ’＇i¥ I 1'i元日；l,;,, 

; tJ'I. [:J〕,1.)'(, iこ／）｝、亡しり，Jt[ll,¥ iーヤ｛土日：！！！、 L :・ ，，、ろが

（刊行～日，リゴ～ lllよ ，トそのたr:t''il'.1;':mf;J, ~札
,', ，，一

ト111兵'rI＼山＇!I'’jl；点「iI L l' ( iこ ii l /: ；；川 iごd：，；ド：Ill斗if;

1/WJ'l¥t、i主！と C,Ii, ' /J ;, 二Jl, l/J•4 L i二がJii,;i十i同のい！休＇／！.＇

•'1'.:1,· U:1どIL.':1'. ＇，、うてと（＇ ih合｝この収ノモ：，.：＂1Et' /, r: .,,, 

に：.MJiJ；まがそ日，]t;;',',J、L1. ＇と L.:: ・.，.二；.~·＂イ：て＇ ·it.

う通／I1'1がjl、J'( ) j主ぞf/, 1 J,C Lて；／； i）、 L ／・点、 '-c Iι：L''::'t 

／心 Uが1¥I己、n,_ -c.n打、」.， -, ：＼［・.（卜1,¥, ":-,i',] ~f,:,11;1;,n 

い作へや11を；li＇）民 fc 1 Ii, • C，、／＇三 1，グペふ／じて｛！：ノピ！＇11JI:

j Ifノ＇ご）， < ,/) ,_ L寸、A、J/Li f被T正月／－ t, v＇＼；~＼j 丹ur

if, If"' ,"f i＼；：「1日立 Ic'> Jii '., 三': /;: ,;:;;rE 1と.－， t, L. t－のげ

イj(512むの｜人r：うに八、く；tHI ：人／1ノシ）， ト；i;-; ii，，；内；XH

「FI ,l ， ~I、 tF ，日l内r】，l:: ,it亡li士三♂i.t ・'., !;_ JJ1,',j 一，~ i !'/i;I dL! 

11'1点ノ、フ1'1：ん［♂ L、r-,;11』ヰ j，じJ く：←し、〆； ir'i 1,,j, 11)'{ 'i' /):I( ） 

れ；上 qr,jr[rj日 i~ Lてイ：，＇，'iX判tJ:irJ：：行日条；主i：くに 1:j ヲ Ji ／~山口

ふるぷ‘札、：J,:r〕irir，；こっL、， rt7いれ「yが←＼Jii；〔勺；］，，，ーヅ［

「1リ，r12n～）冷＇.C:,＼、it I 'I 1t安｛本 I<10咋：1I J～7たどの

fl!.待：結fト（二 IJIJノ人Lとことをι）て［可口、：（｛； 1 f奈川1[/{,:/) 'JF 

にとわれてL、ろ このほか‘ (:i:,Jt,JIIR(ij：将 i'.11ミ）号店朴派iT1~

と L 、った調 （i:郊 11,J の ~f長め；T氏［Jtl ( f全日：）に J パ、て点それ

λ が τ のれ 1$、にいう I ［~／｛： I：こ校九すみかど行かが＇ t
!ii淳、（こJ_;L、Cj;,?,:) .¥ /1 ／：上うでらも C::roi,mお～fiO'.)ぺi

たお、 ・J: ('Ii[/ Jをう ir /:.Ni！；.：，：＇：；＇：，；ゎ；：可： lj>: Jバ山r'it.:.J人

1と． l:l；ド末Hi（！二に＿fjL、ご ろすI (ii可 'C 1 ，＇‘ 大｜、 i'.

J淳、寸E陪1はたv下ブヌ士た l土栄？を：：~＂六のた＼川｛こ未決！日し

ごて寸七に死亡L、9 l', f伊藤， 11::l:¥:i，休IU, l,11＼江，和

田（下互に力［｜蕊 /¥:: ,c‘ j紅海端）が起訴S11Tとたり，

1 l f, （稲葉‘ jrfllけれ『 石田（一仁j' 石JI[, ィi’：ιJtl/',1, 
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II 満鉄における調交につL、℃

右 iι；：／J;:,＇芦 l位(fi}jc’JJ[;f§;I Cit, f!¥'¥i,t{i/こらをq，心

と｝一今ir1i:l<!Jを「採決（ti）、JEif<JiIと r4ド（；－/Li電量）］ iに，／，け

i¥lj月，｝）ぷかに，渦紋f.:J.;fjと）,J司作、 『iどr,J札乱；命1などの

,';ii外込＼の，；，i，’R，。でiバ1j［＞＇，＇，氏、月£， j巨｛｝）｜’吃；iileどvll¥;J{;f,,I者i免FJ1

に,j'_;:）＇〆'.oil；が＇Jhど合ふくめ、徒庁LLて！！ii/f¥UJ「i'!i）；〔Y

,1／ー〆！と［ 1t1十主体 itあげ亡い／ふこれらのなかとは

み践における泊先によこL、［工も ιども大きな注立がはん

！～JLn、ノユ！ それはす Yレケス主j＇ふり ／Ji）；にもと，；きしか

もふる政治的な店、Izl をひめて江主jllζl 4究論ifl'iなの

！さあろ＂

1品j;J.:(/) ,.J品川町fU）！日立；iルIJ定i長合 t与とJIこ‘ 1907；［，〔／〉占t11.、

,・;11, i，’lj,』；｛Jゾ、｛，：；～U([111f二j、允 r 》ど13Y:JFi A Lく；Ffこカ2’192:1 { I 

に

とl'l民、｛ちJIJ, :¥2>['・ I J J （こ経九，l:fi空会（終調Vの新次どな

二本,1;,F；，，、）！ん4しJ/d,¥Iとしてはil{HIIの初期にも

(J•1t主，iU:it，鈴ii；了：イ（ ··~·－に上るものがあ－, Iこが，大JJ;i+t,え

九－nヲーです干められる tうには〆＇！このはこの1'4Jld(I)' :11'; );, 

誌の二三子ふ；ふーこのtf』府の代女：＇rJな'.'4!'.t去と Lてl土n，：む
十IIH；庁fド科i』OJ{jcl烈ヵユ店〉』「られるのこjL＇士そプ）第 1!iii・ 11 

Ci＇ぅイ）l'):1:l q 収を：n11,Jょに＆.itirlわら発行し たの仁、あ己

が、 とくに抗2fiirl Iι＇ll'l:H;!:r授に%3', 、てu，とつジ）体系的

l:cJifLii品l，ヰ：,Ii:が通り lI i米上方：〆｝たどなムれる。二の：Mir

)(iji土）（'ilf）己之JげJ，大上末！去の 2人が編輯委氏とな.，たも

ので，~，f;J 部 足元＋IH上会経済史の諸問題、第2部 構造

的•J'.\'lit:il,'1i＇，＇にある，i~］ ·Jllt士会経済，第 3 j出 19:=J4/-F満州経

済低法、の：'l＇’；11かんなり，大i：，天聖子J',l,fl7への絞：河内所

開liがNc"t¥L , i/.l.HHのよ｜会経済につL、C I 'l＂士rill的・＇Hilt

l(Jlli(J'.J lという間＇， j＿：：そ行なず，！こものとふ勺け二山区＼l'，どに

it （を：jとj,:, l; ＇）に -if(•＞.＼！ん 1/\J ：むが，t く ：J:,i i亡し、るのどが，

それにもふかわらず－ 0）；七（｛J.10えはtl.;.J、！｛経t々に J八、てのお

そ c， く ！；~初の ft；系（i）な分析でありヲその刊行をも Jて H

＊における科学的なi；古川研究の端緒とλなすことができ

るであ九うのそして長$，;J,iのスタ P ブはほぼここにみんれ

るような正本的視角から満州をとらえようとし，そこか
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ら「経調派」あるいは［年報派Jとよばれるー禄の学風 いたった。

がう支れてきた。その「統師J(122ぺージ）とみなされ したがって，満鉄における調査活動が本格的になされ

たのが大ヒであるが，かれば憲兵隊の認をによれば検挙 た時期は， 『満州経済年報』が創刊された33年を起点と

時にし、たる支でに｛，.，Iii‘t篇の論文その他を執来するとレ Ly・21せrf1I：を終点とするおよそ10年間であるとみぐよ

う佐官ぶりを’しめしている（551sミー〆） そのほか，り・ 十であろう。なお，これら二つの綜ft調室には， 9・21

2l 3ド（＇十日〉被検明宵［ドゲ）満鉄 nu:1sのう t,J；上そ半数がこ iド件における満鉄関係者中のやはり約半数が参加してい

び）粍，J司の所属であ》たとみ （， hる。人ー｜二；土：l4午10/l以>1と るとみられるけ

天野の後任むとして経誠第 I部満州経済店主任とL、ぅ枢 ここで付吉しておく必要があるのは経識の設置と相前

妻の地位にあ〕たが (181・'.-C,), 40縁台はじめという iをL-C32年12月に資料課があたらしく設けられ，ここに

n，やは死した，rこめかUi自己）、従来全 Jたく {i)f'l¥:,<,; .le-::- 所属した人々がやがて鈴＊小兵衛などを中心として満州

（士、、ないよろである｛絡調理論の中心としてのかれの内 認識のうえで大上を中心とする経調派とややことなる見

ぬは？後研冗される必要があろろ 解企提出するようになり，このことかん資料課派などと

その｛え満鉄の調i空機構にはさらに数次の改革があり よばれるグループが発生するにいたったことである。鈴

'.Hi年；こは続調（こかわ ＇） てri工業部品：，また；l8年には注業部 本はさきに『満州の農業機長耳』（35年）をあらわしており，

にかわ Jて調五rmが<i'J'.／託され喝さんに：l9{fに誠fiif{¥の主と また F満州、i評論』などにおいて大上理論への批判jをfiな

:JJえが行なわれ，二の問に大上は初年に満鉄をよサて東I毘 .，－行、るようである。本書にもこれら両派の見解の対立

研究所にfl; Jている〔；ゆ年に京大助教捷に｛壬ぜられ！｝・ について断片的な指摘がみられろ（324, 434～435, 505 

21判午に・， ＇／こる），払訴された説会：i~），いわゆる大認定吉11 dζージ）。しかし. i両派の見解の差異が実際にどのよう

の主要な／JX:;l』とみられるのはその綜fro巣地二中心となザて たものか、また、その差異が37年において矢内原忠雄，

.！（）年定以後に推進しえ「t；，｛「誠11El Cあろう 3 本さでも 大上，中丙功などを七たる参加者ーとしてたたかわされた

それば｜満鉄！日頃調ft口英合時i¥.. 1'. iパ、うべき；全盛期 rq，同統一fヒJ論争といかなるかかわりをもってし、たか，

( 1'.'5ページ）にげなわれた；蹄鉄左安説介。の民向峰であ などについては今後の研究をまつほかないであろうのた

i）唱又ト， Iι ともな ＇） たもの」（ l-15• ペー ／j とし ζぺ｝ゃく だL，この両ゲノレープとも40年度以降の綜合調査には参

わしくふ;/Lらオしている （12,1～125, 145～166ぺージJリ 加している。

えi(;-,J叫祉の第 1：主 fン7 レーション戸時夜として40年皮 革；：！？調径のひとつとして同じく満鉄の「左翼調査」の

になされ，膨大な調査結果が主軒賞された模様であるが， i,:,1己をかざ ＇） たものに：＝！9～42年にかけて上海を，11心とし

ケIIわが凶におL、てその'.E資料をみることはおそらく不 てなされた支那抗戦力調査がある。その報告書がこのた

,1]/jgと忠われるい本だによってもうその経過はうかがu、 -UT：支那抗戦力調査報告』として三一書房から復刻された

知ることが 7きるが，＆果の慨安；土不明である J ll h潟支1 ことは今1をの研売にとって大きな便伝となるであろう。

l!i]における'lM'l1 〆ブレが必至であることを立バ止しそ ￥／｝はこの抗戦力議査の結論を要約して［支那＊変の為：

オしそ：通じて 1l'i＇戦争遂行の困難なることを示唆したので 鋭的立義をi絹ゆiにし，支郊の抗戦が民放独立と発展の肢

はないかと担、像される 主主fr誠査のJi2は戦時経済誠査 史的向上線に沿って己み縫く行はれて居る全民衆の抗戦

（「成経凋資）であるが，これについても本主から匁Iること であり，共抗戦力は抜くべからざる強靭なるものである

をうるのはその経過の概要のみであって，その正確ないj ことを立証せんとしたものである」（195ページ）といっ

得i土不明である J おそらく口潟支3同の戦時経済体制の ているが，この上うな成果は事態のその後の発肢をかな

全体的な十包括合めざし，それを通じてほ本の戦争遂行体 り［正確に見抜いてし‘たといえよう。また，本会は抗戦力

rillにおける欠陥の重大さを示唆しようとしたものと忠わ 誠査報告の執筆者の l人で9・21事件関係官である石JII 

れる L付戸己l己j参照）。この戦経調査ははじめ4年度だけの 1［＇.義の手記にもとづいて 40年3月に行なわれた支那抗戦

ものとされてL、だが、太平洋戦争の開始後にひきつづき )J調査第l[r,]総報告会の模様をしるしている（22::i～227ぺ

4z;f変におL、ても継続することが決定しこのたびl土1$J}-j ージ）。それによれば，石川はその際に農業にかんする報

7ジアもふくむ東弧全体の戦時経済体制を減資対象とし 伐を行なって「支部農村社会が今次事変の過禄で共の生

えυ しかしその途上で日・ 21 －斉検挙となり，綜t，，鵡食 産後式，逢氏の協力作業等の著しい発達を見，従って生

はもとより点鉄の調1f.i,f,!Ii.!JそれLl体力： i長J：た上停止するに 必｝）を増大しJl氏の発言力を政治的に強化し，かくてIf=!

I Gラ



Ⅲ調査における主観的意図の問題
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す何

一一一『町一一一ーーー』ー叩ー一一ー 庄司
＝二、ιそ－

"' 
来のj出主（i'.J支配に符しい矛1;2 土！議じっ •＇）米る＼き一定段

階で、その政治（！＇］ な革命的解11とに迄ずEll足－十、＜ jJIUJI二れ

て1,,};s」ことを示Hをしてし、る さらに石）！！は4oy=に内地

行r正-_, 之講iJrにむし、亡｜支Jtl¥OJjfi1Uf命， l!iJち孫r_'.,'J':

Jlj1ElfJJがMlil:1有Iii三点地方仁 I)iU; -＇／こかのぷ花今 全日il

'.:1JIに現段階に人けて1929¥'fミn；；土中r:JJtrft',f：のiJ：阿， m
i'ri i1t0 心と寸ノ：， t1V L.!1川 l1i1(11JfよらJJJ!1ntこどutviJ也＝ii}を

jj\\ び［＿，；＇）＇，：I)れ；!rH立士•M(J,iむ；茶、 え19:H'cf-fをW'liが丙J七地下

に伝じた J:HI ィ問係のf白地的立認さ￥~ど説明し iソ、 h')

::JJ11j止11::1;):l_f見1'P〕j'tij1比社主仰のj也理的経済文化との3昨日産ff_

f¥l］係とり t：，＇；！，，；支部 C'li＇上達tt rtlJ也仁りな 5る泊三九し宅か

、しご支部は百し＇－：！）亨 11，：虫干i'iltll誌の支配士11見LWtPミ桜

川家）［；1,t(') t，に牧／ごしろい；！2]>＇.ーシ、｝三述、ていろ

このにごjにλごくく｝と、 it絞り訓1dこ才弘、て Lふんされ （：

1f1［司J、O'l'/iclJ!}(ilhitJi斗；？に l三方、＼＇ i，のであ，，ご‘ q加を；二お

けるわが［ -F:l の仁I ＇「~1:;n ’｛f の.＇ H そ ,1,l_i, としてトう？？を ｛（＿ t, ;': Fこは

-f,/) tのと推定,¥AC;:, ;11]11キに‘そ二における認殺のm
／人1t1lfillトI）経i;i，司il!<j)それ三；_t_刀込な｝〕こ Eたノ〉二三にうi; 

< ，／）εあ；:i(Ill毛三！烈）， 仁、しんここに才3；「ζ、；＼Li
, 

｜司d主 ｛ヒl日；＂予に♂： i＇‘、ご大［二に吋てヱ Lfこ令11p可f工とじI)i~持Wi' 

....ノt正i云ポ京上；こJηIf噌おそんくそのう＇ l]j主点であるというこ

とが Cきょ「j fょ仏 二し吋l工戦力減交に；土上，；c_1v叶 iJIIを

ふく｛ヘご 9・：－！l-fミ予rHi<:、名が参加しご十る

凹 調主における主観的立国内：／＼］illi 

問中；さ兵隊が｛）・ 21＂）］｛守：の i:-t象rrにつL、ζその［犯定、

士立ぶしにう三 ） -~ c,', iこ二どはすでに述d えたがヲその結

'l＇：ぷjfJ：の「主演IV町在」の背iff:にある立i元！と Lて；ぷよ，：1；まが l,l

I, '/JIしたも Ulii, ii•引 II におけゐき ；！：こる－瓦き；士会しみ革命
c'〕，'r1HJi:となζJ/1肯lIHIニミゴ）j_'j:｛にfl二資本主；，；；；fヒ全もたらす

三めに凋在結果をJjJ[l[Ljゴオ：じi徒に：lうイ、 どし、うものぞ

.-(i,' I，ご(120～121J 、ー ；，，） Fことえば主；、台J品在のひとつで

ある｛： 7 lー／ゴノ I¥日！｝王しf〕J8弘，ぷγ!IIにおけるf巴-rtf 

/ --1レ｜防止山’Y,I J c'J七どに ;'i[1ci1,.l/,¥uJw'1 r三ちがどな

ア九 良業；5:代化 l命， r 15R～159〆之－＞）；t, 11＼：］十日成午、iに

おける階級枠ルワ i編成傍 I( i付lぺージ）をれんいと寸

る点；て~3',、て可 こ(flょう 7ふ二二ろd/-Cハ［り祉担f,(Jtιも、ハj

061γ ン）と，／ム／ι，：，，： tL/:, Jt'Rili:f¥fヒロ弘、ここのよう ！.：

}/l叫がひ，hムitごL、勺ので；土tc，、！J>i}) ）；／.はIIι再jへにおL、

亡も，nn止とされf三i,114～70“J Cージ）－，主 fムおなじ〈本；、

(?J品fi' ，どある単＇， ff≪庇空に＇） I曜、ぐも，その／~，く－'s Jした必：i々

はII満支における盛］：さ弘法獄の確立，，；＆)'.::,ll.c引にfヒ， n
1;・(1説IITの j円／Jil，大衆の 1t.i ，~ の内七これらをj治じての将
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：~毛の革命のための条件の整備，などであ J Pたとみ九れた

(161、192～19:lページ）》嘆するに唱，'i!i兵側のみるとご

んでは，満鉄iお査マンたちは i満州、｜に於ける共産主義運

動の iff,:たろへき志のは l ド 11』共rY［党であり，其のi’·~：な

運動形態は｛1民系に依る！記；1耐えfll＼＇；抜統一戦線運動て、ある

との認識の Fに、 II系は共pf主義運動実践の－1，体たる J く

ぎではなく， qiに現機構内に於ける t'l己の社会的地｛，i：を

平！JR'!L，存観条件の促進をi両策Lて噌彼等の氏核的JUffi

運動売谷切なら LむるにJt宝るべきであるとの限界を持

》ごし、んのである_i C'.162ページ）》

とれば志兵illリの解釈であり，この上うな解釈は左翼調

査マユたわという ll!i!1f'身中の虫J(402ページ）の犯罪

を立川ーするた、hに好者；ii'なのであるが，どの位皮にそれ

は事実と；＇'.i'｛＇，ずるものであ人うか。；-t,:－，ヰにみる院Wi',t：た

んのムに陳述をみるかぎりではそれはかなり事実に近

いよろである （1β0, '.l62～：16:1, fi76～677ページ）， L iう込

Lこれは忽F,ftlilがのぞむ方向における陳述であるかん，

その，i干似にあた.，－ては，、tl1H寺の関係うrr<I＇で現在健慌の人

か々r，のi冊、l[i日や満鉄〈／）調査*fl告郊のII今味を行なし、つつh'i

,J＇（である，＼き C、あわう 3 ただ，吋If寺の関係者をめぐるtK

/;l i:: l て満鉄－~明白部が政策提立を存方i訴にな L 勺る｝＇，：j拐

にあず、た二とtI指摘され亡上いであろう

もLLi1ii1鉄の調ftにおける主観的立凶が造兵隊び川、う

ごと Jであ－ , r三とすると、そこにfことえばつぎのような

疑問がうかび上が v pてくるで舟〉ろう。（J）このような実践

的姿勢は町経I~母派あるいは資料認派のいずれの立場から

う士れてきたものか，支t：.，その立1易からは必然的にこの

工うな寝坊が生じてくるのかJ 山このような2姿勢は，満

州解放の leI本がiドIF.I＋七｝辛党であるとのd、識とどのような

[¥J,Jj主全もつか，そのあしイゴにずしがないか，古1i者が論理

とすれば後者はむしろ心情ではなか＇）たかり i；；）このよう

な主械的意向は，た土えわずかでも政策にもちこまれ，

そして革命に役1’正 r ぷ／このか。｛」）関連することだが，憲兵

隊のみるところでは経誠派の理論は Ii本資本c¥義論争に

おける講座派の包場の干す，様である J もしもそのとおりで

あど〉とすれば、実践的姿勢につL、ても｝；可者のあし、だに一

政があるかどうかr

ここでふたたび抗戦力調査にふれよう 3 本書によれば

このi潟i与のき＇it持者た九は， （(i！述のような調子t結果をも

てii本のi攻防や軍部にはたムきかけ‘ 「事変の見透し凶

離の為，平，Eに政治的解決のF段を講ずる必要ある¥iの

J佳子t，あるし、はこれを示日をする報告全為して政策へのiX:

II央を［'Zi，た jといわれーているしそして，この政治的解伏
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とは I場合に依っては日本の対支総撤兵と汚う如きも A

l時的に必要な pんと謂う仁あー i ( :  1 (196ペー；，）として

いる。こレ）上.., t五行動の・Ji:,',J:t守抗戦力調}fC'i結ぶから

う然みらびき111されるものであるとh＼！、われるのそしてそ

れはさきにみた満州｜社会の近代化，資本主義化を促進す

る方向と；土おそらくこと次ろコースであると煙、わjもる。

この差異は、 Ii＼；二日本が校 ！Jを＇'cf：握してい己満州といま

だにそのような｜た態に達して i‘、fよい，したがず》亡IC防査7

ンによるi政策提設の意義がはるかに小さい中国本部との

差呉，いわば対象の条件の差異によるものではなく，よ

り多く認識 l乃＼fl／.（の差異tニイ〉とづくものでふ7，うr

調査におけ＇. j i：観的意図J)I/＼］起に関連して興味全ひく

のは，本ぷで:iiliべられている被疑者たちのj心松内容であ

る（第 1編第7翠〕。それによれば，かれらの太3]1.洋戦争

観は「大東H五戦争は…リll本帝国主義にとっての段－終戦

争であると町l二、自己を止ぬすら決定的な明機全為す所

の戦争でふう I(409ぺー乙）ど し、うように要約 Iご，る。

その内容を立入ってみると，中国においては中国共産党

が着々と成功をおさめつつあるが（429ページ）、しかし，

中国また消i川：". .;3 v、ては ll本帝悶と義の侵略あろかぎり

革命の成」）；；士、1〕＂＇みえな u、（必i～422, 43（）＜ー／んし

たがって II本；二ぷける革命のii¥i)}jが前提条｛'Iもとなるが，

それは南方アジアにたいする日本の支配の破綻をきっか

けとして実現するであろう（409, 423ページ〉とみるの

である。十以l' ム，それIL J何討の継起的た＇ I：：に’〉いて

南方→日本 η出j・支とい円「：｛＼_r＼＇.：｛；＿’えがくもゴ｝ぐあ；＂＇ o

くりかえしたいが，本書は，いわば一方的な心はであ

って早急にそこから結論をひき出しではならないであろ

う。しかしこの上うな戦争・革命観が経調派の立場を

しめすものであ心と推定しでも大過ないの Fはあるまい

か。すなわ丸、その「半封i主的・半植民地l下jJ ＜！）悦定か

らは社会の根本的変動の可能性が内在的にはみちびき出

されにくいのである。この規定はいわばあまりにも震い。

そのもとむしりを効の可能川をは」、出すにはおそじく上か

らの政策j'{Jfcji之による条約一の笹備を探求するのが1月（一ーの

方向だっ／.：./J遣も Lれない。ミび），怠i司、で，経調派の理ぷは近

代化論の性格をつよくおびていたともいえるのである。

それが，＇~今流行の社会学的発展理論に類似の構造をも
っ，とU、えit'jを失するであろうか。

ここで九たJjr；→日本→山・支の図式が注意をひ、くも

うひとつの理由は，それが，幕末から向由民権運動にか

けての時期以降において南｝j'アジアをふくめたアジア全

域の運命を日本のそれとかかわらせて考察したおそらく

襲撃 静

最初のこころみではなかったか，という点である（北一

織の i日本改造法案大綱jのよろにfンi:を日英対立に

おけるひとつのト♂正してみるもの， ：J阿仁五郎の I1f:ミパr

における資本主義の形成」のように19世紀なかばの時点

におけるインド，中悶， H本のつながりを論じているも

のkどを別として）。三のようなものとして，それは大策

似共栄圏忍恕にけ置されるひとつの店、恕ではあったに九

がし、ない。そして，その背後には，作業なかばtこして権

力の介入のために瓦解した， 42年度の戦経調査の視点が

あったものとみられる。このような認識がたとえごくか

ぎんれた範濁にせよみられたことが，戦後日本における

ア／ア認識の範問がもはやかつてのごとく東アジアに土

ど点らなくなって，見｛市アジア，！持アジアをふくむ点の

に拡大されたこととどのようなつながりをもつかについ

ても他H考えてみたいと思う。

f十心 (1) Youn只 Kの書物は，第2編の f文献Fl録J

r,: i一体としここに満鉄刊行の6000余／Iの文献を主題可lj

に配列し，第 l編として満鉄における調査活動について

の正味32ページの概鋭的な「歴史」を付したものである。

第2編は，日本およびアメリカにおけるそれぞれの文献

び）dr{Fをしめしてし、て｛了用であるド第 1編も，現在のと

こ入品鉄調査部についての唯一のまとまった概観として

の役割を果たしているが，伊藤氏がその書評であげてい

るいくつかのあやまりの他に一一伊藤氏の誤読も若干あ

み上うに忍われるが ーさらに数カ所の不正確な部分を

ふくんでいるo たとえば，資料課派を労農派系であると

しょこり， 9・21,11:11！：の関係者数を：int，としているなどで

ある。

付記（2）戦経調査の報告としては，その41年度分の

｝必l~の一部分が「 If本重工業自立性確立ノ為ノ調liiと

題する全4分冊のとうしゃ販路IJIJの形で42年3月に刊行

されただけのようである。各分冊の表題はそれぞれ［箪

事的消費ノ増大ニ伴フ重工業拡充過程ノ特質ト矛盾ノ発

展J，「日本重工業／；急激ナル蓄積ヲ可能ナラシメタ紡織

資本ノ役割トヵ、ル機能j，「日本重］ー業／技術的特質：ト

戦時的拡充ニ伴ブ';.-f’f行／発展j，および［軍事費増大ニ伴

フ濠工業拡充過程ニオケノレ工業ト農業トノ結合関係ノ特

質ト矛盾ノ発展jとなっている。執筆者名はしるされて

l、tr.L、。

〈調 i'tlilt 究iii；山口iキー）
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